
府
労
組
連
は
、
交
渉
の
冒
頭
、

第
一
次
集
約
分
と
し
て
職
員
署
名

１
万
３
６
６
４
筆
、
職
場
決
議
７

３
９
職
場
分
を
提
出
し
、
職
場
か

ら
の
怒
り
の
声
（
別
掲
）
を
当
局

に
ぶ
つ
け
、
提
案
の
撤
回
を
迫
り

ま
し
た
。
ま
た
、
「
国
に
準
じ
る
」

「
他
府
県
の
動
向
」
と
言
い
な
が
ら
、

独
自
カ
ッ
ト
（
５
％
）
を
行
い
、

さ
ら
に
退
職
金
削
減
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
大
阪
府
だ
け
で

あ
る
実
態
も
示
し
、
追
及
し
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
、
当
局
は
「
非
常

に
心
苦
し
い
」
と
し
な
が
ら
も

「
財
政
状
況
が
厳
し
い
」
と
無
責
任

な
回
答
に
終
始
し
ま
し
た
。
府
労

組
連
は
、
①
こ
の
間
の
給
与
構
造

改
革
、
給
与
制
度
改
悪
で
２
級
・

３
級
に
多
く
の
職
員
が
滞
留
し
、

退
職
時
の
給
与
水
準
が
低
下
し
て

い
る
、
②
年
度
途
中
で
の
退
職
者

の
増
加
も
懸
念
さ
れ
職
場
運
営
に

支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
、

③
新
た
な
高
齢
期
雇
用
問
題
が
先

送
り
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
問
題
点

も
指
摘
し
、
「
こ
の
直
近
１
年
だ

け
で
も
２
７
０
億
円
の
賃
金
削
減

を
行
っ
て
い
る
、
職
員
の
賃
金
・

生
活
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」

と
厳
し
く
追
及
し
、
提
案
の
撤
回

と
退
職
金
５
％
カ
ッ
ト
の
中
止
、

毎
月
の
給
与
カ
ッ
ト
も
直
ち
に
中

止
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

病
気
休
暇
制
度
改
悪
に
つ
い
て
、

府
労
組
連
は
「
２
０
０
９
年
に
当

局
自
ら
が
『
府
民
に
信
頼
の
得
ら

れ
る
制
度
』
と
し
て
見
直
し
た
も

の
で
あ
り
、
提
案
理
由
が
理
解
で

き
な
い
」
と
指
摘
し
、
撤
回
を
求

め
ま
し
た
。
当
局
は
、
他
の
自
治

体
で
の
不
正
取
得
や
他
府
県
で
も

実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
を
説
明
し
、

提
案
に
固
執
し
ま
し
た
。

府
労
組
連
は
、
今
回
の
通
算
の

改
悪
に
よ
っ
て
、
病
休
に
挟
ま
れ

た
産
前
産
後
休
暇
や
妊
娠
障
が
い

休
暇
な
ど
の
特
別
休
暇
も
90
日
の

通
算
に
算
入
さ
れ
る
問
題
も
指
摘

し
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

府
労
組
連
田
中
委
員
長
は
「
①

退
職
金
の
削
減
は
『
国
に
準
じ
る
』

と
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
無
責
任

で
あ
る
。
15
年
も
の
抑
制
・
削
減

が
行
わ
れ
て
い
る
大
阪
の
実
情
も

踏
ま
え
る
べ
き
。
ま
た
、
大
阪
は

深
刻
な
デ
フ
レ
不
況
に
陥
っ
て
お

り
、
そ
の
打
開
策
も
検
討
す
べ
き

で
あ
る
、
②
病
休
制
度
改
悪
は
、

職
員
を
信
頼
し
て
い
な
い
提
案
で

あ
る
。
職
員
の
健
康
と
職
場
に
責

任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
③
『
大

阪
か
ら
人
が
逃
げ
る
』
事
態
が
い
っ

そ
う
深
刻
化
す
る
。
こ
う
し
た
事

態
の
解
消
す
る
こ
と
が
当
局
責
任

で
あ
る
」
と
述
べ
、
提
案
の
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。
泉
北
教
組
は
府

労
組
に
結
集
し
、
引
き
続
き
、
職

場
の
声
を
背
景
に
、
折
衝
・
交
渉

を
強
化
し
、
不
当
提
案
の
撤
回
、

退
職
金
・
給
与
の
独
自
カ
ッ
ト
の

中
止
を
め
ざ
し
ま
す
。
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組合に加入して、｢教育基本条例」「評価・育成システム｣をなくそう！

泉北教組臨時大会
同女性部臨時大会
２月19日(火)17:30～
和泉コミセン３Ｆホール

◆府職労女性部（５０代女性）
家庭的責任を持つ女性の立場から、病

休のさらなる制度改悪には反対です。子

どもや親が病気のとき、休むのはどうし

ても女性になります。子どもの看護休暇

制度がありますが、感染性の疾患にかか

ると、あっという間に使ってしまうため、

自分の年休はできるだけ使わずに備えて

いるのが現状です。自分の病気で１日休

むにも診断書が必要となれば、安くても

２０００円～３０００円かかるうえ、そ

の手間もかかります。結果として無理を

して出勤することにもつながります。無

理をすれば、それが家族の病気を引き起

こす原因にもなります。健康破壊につな

がる見直しは、絶対にやめてください。

◆大教組女性部（５０代女性）
どの学校職場でも出産を控えた人が多

くなっています。妊娠・出産には、つわ

り、お腹の張り、むくみなどの体調不良

はつきものです。病休があるから子ども

と母体が守れます。賃金・労働条件の改

悪で、人が集まらず、学校現場では代替

が見つからず、無理を承知で勤務してい

ます。学年主任としての職務を学期末ま

で全うし、子どもの命を失った人や何回

も流産し、流産予防の薬を飲みながら、

仕事をしている人、妊娠中も夜の８時９

時まで仕事をしている人もいます。教職

員が子を産み育てる当たり前の人生を送

れるように、条件整備をするのが使用者

たる当局の責任です。今回の病休改悪の

提案は、病休を取りづらくし、働き続け

ることをいっそう困難にするものであり、

撤回を求めます。

今
月
９
日
の
「
退
職
金
削
減
」
「
病
休
制
度
改
悪
」
の
不
当
な
提
案
に
対
し
、
泉
北
教
組
は
職
場
決
議
や
職

員
署
名
の
取
り
組
み
を
進
め
、
短
期
間
に
も
関
わ
ら
ず
５
０
０
筆
を
越
え
る
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
府
労
組

連
は
、
こ
う
し
た
職
場
の
大
き
な
怒
り
の
声
を
背
景
に
22
日
、
企
画
厚
生
課
長
と
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

団
体
交
渉
後
に
は
、
職
場
代
表
に
よ
る
人
事
室
長
へ
の
要
請
行
動
、
本
庁
前
で
の
宣
伝
行
動
、
決
起
集
会
・
デ

モ
を
行
い
ま
し
た
。




